
平成21年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

平成21年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

平成21年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日) 

平成21年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

修正の理由 

(1)第2四半期連結累計期間
 

ダイカスト事業につきましては、売上高は主要顧客の減産等により当初予想を下回る見込みであります。収益面では、第１四半期連結会
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成20年5月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 63,000 2,100 2,300 1,350 62.08

今回発表予想(B) 61,500 700 1,150 850 39.33

増減額(B-A) △1,500 △1,400 △1,150 △500 ―――

増減率(%) △2.4 △66.7 △50.0 △37.0 ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

64,035 3,137 3,337 1,631 75.02

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 134,000 5,200 5,500 3,300 151.76

今回発表予想(B) 126,000 3,300 4,000 2,650 122.80

増減額(B-A) △8,000 △1,900 △1,500 △650 ―――

増減率(%) △6.0 △36.5 △27.3 △19.7 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

129,362 5,821 6,185 3,363 154.66

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 52,500 1,250 1,250 700 32.19

今回発表予想(B) 51,500 450 550 400 18.51

増減額(B-A) △1,000 △800 △700 △300 ―――

増減率(%) △1.9 △64.0 △56.0 △42.9 ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

52,361 1,595 1,694 1,356 62.37

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 110,000 3,200 3,300 1,950 89.68

今回発表予想(B) 105,000 1,700 1,900 1,300 60.24

増減額(B-A) △5,000 △1,500 △1,400 △650 ―――

増減率(%) △4.5 △46.9 △42.4 △33.3 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

109,175 3,526 4,093 3,026 139.16



計期間と同様に原油高によるエネルギー費の上昇、資材価格の上昇、設備投資の増加並びに税制改正による減価償却費の増加等の影

響を受け、当初予想の利益を下回る見込みです。 

アルミニウム事業につきましては、ダイカスト事業と同様に売上高は当初予想を下回る見込みでありますが、収益面では生産性の改善及

び販売価格の改定により当初予想を上回る見込みです。 

完成品事業につきましては、建設業界市場の低迷により、売上高及び収益が大幅に当初予想を下回る見込みであります。 

 

(2)通期業績の見通し 

ダイカスト事業につきましては、売上高は第2四半期連結累計期間と同様に当初予想を下回る見込みであり、収益面では第3四半期以降

の原価低減活動等により第2四半期連結累計期間よりは収益性が改善すると予想されるものの売上高の減少が響き前回予想を下回る見

込みです。 

アルミニウム事業並びに完成品事業につきましては、第2四半期連結累計期間と同様に推移する見込みです。 

 

（注）この資料に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。

実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。  

  
以 上


